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１．学校は，教育活動の様子をわかりやすく保護者に伝えている。 63 34 3 0 0 97
各種おたより　行事予定版
各種行事等の案内 ホームページ

２．学校は，保護者と連携・協力した学校づくりを行っている。 53 44 3 0 0 97 各種おたより連絡帳 PTA活動

３．学校は，考えを書く指導を行っている。
41 53 3 0 3 94

各教科のノート　自学ノート
道徳ノート　日記　など

４．学校は，計算や漢字等，基礎基本の定着を図るために，授業の工夫
を行っている。 34 53 0 0 13 88

朝学習の取組　　家庭学習
日常の授業における指導の工夫
 個に応じた指導

５．学校は，児童が家庭で勉強や読書をする習慣が身につくよう指導し
ている。 44 44 0 0 13 88

宿題や自学ノートの指導
1年20分，2年30分，3～6年：学年×
10分指導

６．学校は，児童に，正しい姿勢や話す・聞く態度など，学習規律の指導
を行っている。 41 56 3 0 0 97

よい姿勢の掲示
授業参観での児童の様子

７．学校は，「心を伝えるあいさつ」ができる子になるよう取り組んでい
る。 56 44 0 0 0 100

あいさつ運動やあいさつ指導
地域の人へのあいさつ指導

８．学校は，児童が早寝による十分な睡眠時間の確保ができるための
取組を行っている。 47 47 0 3 3 94

早寝の啓発  すくぐんカード
えいせいチェック

９．学校は，食育や歯磨きなど，健康についての指導を行っている。

53 47 0 0 0 100

食育指導　歯みがき教室
毎日の健康観察・歯磨き指導
保健だより等による保護者への
発信

10．学校は，いじめや児童の問題などに，適切に指導・対応している。

47 41 0 0 13 88

いじめアンケート
毎月の児童理解会議
学期ごとの個別面談
ＳＣとの相談
家庭との連絡や家庭訪問

11．学校は， 地域の伝統や文化を大切にし，児童の豊かな心を育成す
るための取組を行っている。 69 31 0 0 0 100

体験活動（畑の苗植え，田植え，
自然体験)児童会縦割り活動で
の取組や行事

12．学校は，避難訓練や交通安全指導など，安全管理の対応を取って
いる。

53 47 0 0 0 100

集団下校　交通安全指導・引き
渡し訓練
避難訓練　自転車安全教室
学校事故対応講習会（AED講習）
防犯教室

1.お子さんは，授業が分かると言っている。 31 50 13 0 6 81

2.お子さんは，家庭学習に取り組んでいる。 38 47 9 6 0 84
3.お子さんは，早寝による十分な睡眠時間を確保している。 38 47 9 6 0 84
4.お子さんは，親子読書や週末読書など，家庭での読書に取り組んで
いる。

38 38 22 3 0 75

5.お子さんは，家庭や地域でのあいさつを意識して行っている。 47 38 9 3 3 84
6.お子さんは，メディアのつきあい方について，約束を決めて取り組んで
いる。

9 50 38 3 0 59

7.お子さんは，安全に登校し，不審者や事故から身を守れるように気を
つけている。

28 59 3 0 9 88
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学校だより　特別号　校訓　「　正直　　勤勉　　愛語　　進取　」

令和４年度前期保護者アンケート結果より
 
　今回の特別号では，１学期末に実施した学校教育活動評価アンケートの結果と９月中旬に開催されました学校評議員会およ
び学校関係者評価委員会で話し合われたことをまとめました。そして、そこから見えてきた成果と課題を保護者の皆様と共有し，
今後も連携を図りながら健やかな児童の育成を目指していきたいと思います。

令和4年10月5日

笠野小学校長　辰巳　勝

　　　　　【前期学校評価アンケートについて・学校評議員会
　　　　　　　　　　　　　　　　　および学校関係者評価委員会の報告】

上記の結果から、家庭項目４と６の肯定的評価が、他の項目と比べるとやや低くなって

おり、項目６においては、特に低くなっていることが分かります。これらの結果を受け、

学校では引き続き、家庭での読書の取組の改善を図り、指導を行ってまいります。

また、今年度は、11月４日の学校公開日に開催する学校保健委員会において、「メディ

アのつきあい方」をテーマに保健面から体に与える影響や犯罪被害に巻き込まれない安全

な使い方の両面で学習したいと考えています。児童と保護者、地域の方々と共に考える機

会を予定しております。今後とも、学校の取組へのご理解・ご協力をよろしくお願いいた

します。


